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□「集中曝涼」が開催されました！
　10月18日と19日の両日、常陸太田市と常陸大宮市において、指定文化財集中曝涼が開催されました。茨城史料ネットは、今年も協力団体としてこの事業を応援しました。茨城大学人文学部の歴史・文化遺産コースの学生のべ70人が、ボランティア解説員として、それぞれの公開場所で、お客様の「おもてなし」に当たりました。幸い両日とも天候に恵まれ、過去最高となる6000人を越える参加者がありました。
　両市域には、大変優れた文化財が地域社会の中で守られています。茨城県は魅力度ワースト1という、不名誉なニュースが流れたばかりですが、寺社や地区で守り伝えた仏像や古文書・工芸品等を公開する地域の皆さんの顔は、生き生きとして自信に充ち溢れていました。文化財が、共同体の存続・復興に与える力の大きさを感じます。
　事業の実施に当たられた両市教育委員会の皆様、我々ボランティアを温かく迎えてくださった地域の皆様に、厚く御礼申し上げます。茨城史料ネットは、今後とも、こうした自治体や地域住民による文化財・歴史資料の継承・活用に協力していきたいと思います。
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